渡島半島ヒグマ個体群のフィードバック管理
*松田裕之（東大海洋研）・堀野眞一（森林総研）・
間野勉・釣賀一二三・富沢昌章（北海道環科研セ）

　渡島半島地域では北海道の中でもヒグマと人間生活との軋轢の頻度が高い。人命の安全確保及び財産の保全と健全なヒグマ個体群の維持の両立を図る保護管理計画の策定が必要である。被害は必ずしも個体数に比例しない。生ゴミ放置などを介した人間のもたらす食物への条件付けが，人身被害をはじめとするヒグマによる被害発生の危険性を高める。アイヌは人を避ける熊と避けずに人を襲ったりする熊を、それぞれキムンカムィとウェンカムィと呼ぶ。それぞれの齢x、性別sでの個体数をSxsとIxsとする。疫学モデルに倣い、SからIへの「変心」を考慮する。ただし、変心率はIによらず、クマに対する人間の不適切な態度による係数cで表される。キムンカムィとウェンカムィの自然死亡率は不変だが、後者の捕獲死亡率は高い。
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　年あたりの変心率をさまざまに変えて、個体基礎モデル（IBM）により、絶滅リスクを予測した（図1：堀野ら、未発表）。変心率が高いほど，ヒグマ個体群の絶滅確率は大きく増える。変心率を下げることと、前者を駆除する冤罪を減らすことが、ヒグマによる被害の減少とヒグマ個体群の存続を両立させ、ヒトとヒグマの共存を図る重要な鍵となる。

　昨年の人身被害の急増から、今年から春季の計画捕獲を実施した。渡島半島個体群の生息頭数はおよそ800頭程度と推定される（間野ら、未発表）が、生息頭数の推定精度が著しく低く、雌グマの捕獲頭数の上限を９頭としたため、個体数が減るリスクを否定できない。変心率と冤罪を下げるまでの年数により、絶滅確率も変わる。

　不確実性に対処するため、キムンカムィ数とウェンカムィ数の目標値を別々に定め、それをもとに、(1)前者が目標値より多く後者が目標値より少ない状態、(2)両方多い場合、(3)両方少ない場合、(4)前者が少なく、後者が多い場合を想定する。今後の調査によりどの状態にあるかに応じて、それぞれで実施すべき対策を考える。これをフィードバック管理という。現在は(2)の状況と考えられるが、(4)に移行する前に生息頭数、被害件数、冤罪率の推定精度の向上に努め、危機管理への住民参加を図るとともに、変心率と冤罪率の減少に努めるべきである。
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図1　変心率と絶滅確率の関係
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